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Ａ．研究目的 

肺がん免疫療法に向け、手術対象例を中

心にその術後補助治療状況を把握し、が

んワクチン治療時の対照（コントロール）

群としての診療状況を明らかにする。 

 

Ｂ．研究方法 

四国がんセンター胸部外科における術後

病期別治療状況、術後補助治療状況を後

ろ向きに検討した。診療録の記載から情

報を抽出し、集計する。集計にあっては 

患者さんの氏名や生年月日、住所等の患

者を特定できる情報は解析の対象としな

い。 

（倫理面への配慮） 

  解析用の情報と患者を特定できる情報は

区別して保管し、必要な場合は登録時に

決定される登録番号を用いて匿名化し、

データの照合を行うなど倫理面に配慮し

た。 

 

Ｃ．研究結果 

当施設での治療成績の現状と、術後補助

治療状況を明らかにした。術後の補療法

は診療ガイドラインに従いながら経過観

察をするが、病期及び経時的に変化させ

ているが、検査内容・項目・頻度に統一

したものは認めなかった。肺癌術後再発

の多くは 3 年以内の再発であった。術後

補助療法中の薬剤師による患者聞き取り

調査では多くの患者でサプリメントをは

じめとする補完代替医療に関心を寄せ、

約 1/3 の患者で実際に利用していたが、

直接医師に相談する頻度は低いことが明

らかになった。 

 

Ｄ．考察 

肺がん術後の経過観察における標準的な

方法はいまだ明らかではないが、再発例

の多くは術後 3 年以内に診られ、標準的

な経過観察の確立が求められる。肺癌が

ん治療患者の多くは補完代替医療に興味

を示し、約 30％の患者が何らかの補完代

替医療を実践していた。がん免疫療法に

対する関心も高く、ワクチンによる免疫

療法の臨床試験では補完代替医療に関す

る情報収集も必要であると考えられた。 

 

Ｅ．結論 

肺がん術後の患者において 3 年以内の再

発頻度が高く、術後経過観察方法では標

準的方法の確立が求められる。がんワク

チン治療においても、治療後綿密な経過

観察とともに補完代替医療に関する患

者・医療者間の情報共有が必要であると

考えられる。 

研究要旨 
肺がんの治療における診療状況を明らかにし、がんワクチン治療時の対照群とし
ての診療状況を明らかにし、標準化の可能性を検討する。施設内での経過観察状
況、再発状況、予後を診療録から後ろ向きに検討し、さらに抗がん剤治療患者の
服薬指導で代替治療に関する調査も行った。肺癌術後再発の多くは３年以内の再
発であった。経過観察期間に約 30％の患者は何らかの補完代替療法を行うなど患
者多様性に富むことが明らかになった。 
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